
【様式第1号】

会計：全体会計 （単位：千円）

科目 金額 科目 金額

【資産の部】 【負債の部】

  固定資産 60,246,065   固定負債 25,594,961
    有形固定資産 52,725,995     地方債等 16,231,391
      事業用資産 14,403,865     長期未払金 -
        土地 6,326,084     退職手当引当金 670,671
        立木竹 -     損失補償等引当金 -
        建物 26,558,152     その他 8,692,900
        建物減価償却累計額 ▲ 19,368,864   流動負債 3,112,370
        工作物 4,294,847     １年内償還予定地方債等 2,031,892
        工作物減価償却累計額 ▲ 3,474,753     未払金 813,167
        船舶 -     未払費用 1,660
        船舶減価償却累計額 -     前受金 -
        浮標等 -     前受収益 -
        浮標等減価償却累計額 -     賞与等引当金 198,499
        航空機 -     預り金 57,699
        航空機減価償却累計額 -     その他 9,454
        その他 - 負債合計 28,707,332
        その他減価償却累計額 - 【純資産の部】

        建設仮勘定 68,398   固定資産等形成分 65,203,686
      インフラ資産 35,374,605   余剰分（不足分） ▲ 25,607,860
        土地 3,491,323   他団体出資等分 -
        建物 1,852,677
        建物減価償却累計額 ▲ 433,522
        工作物 62,832,937
        工作物減価償却累計額 ▲ 33,012,382
        その他 -
        その他減価償却累計額 -
        建設仮勘定 643,572
      物品 5,641,095
      物品減価償却累計額 ▲ 2,693,571
    無形固定資産 41,905
      ソフトウェア 9,978
      その他 31,927
    投資その他の資産 7,478,165
      投資及び出資金 2,774,227
        有価証券 2,736,775
        出資金 37,453
        その他 -
      長期延滞債権 98,504
      長期貸付金 1,015
      基金 4,610,537
        減債基金 -
        その他 4,610,537
      その他 -
      徴収不能引当金 ▲ 6,117
  流動資産 8,057,093
    現金預金 2,390,722
    未収金 604,278
    短期貸付金 4,235
    基金 4,953,386
      財政調整基金 3,817,034
      減債基金 1,136,352
    棚卸資産 16,792
    その他 89,543
    徴収不能引当金 ▲ 1,862
  繰延資産 - 純資産合計 39,595,826
資産合計 68,303,158 負債及び純資産合計 68,303,158

貸借対照表
（令和6年3月31日現在）



【様式第2号】

会計：全体会計 （単位：千円）

行政コスト計算書
自　令和5年4月1日
至　令和6年3月31日

科目 金額

  経常費用 14,509,412
    業務費用 8,622,287
      人件費 2,825,142
        職員給与費 2,140,996
        賞与等引当金繰入額 277,901
        退職手当引当金繰入額 41,305
        その他 364,940
      物件費等 5,181,165
        物件費 2,725,765
        維持補修費 254,774
        減価償却費 2,180,910
        その他 19,716
      その他の業務費用 615,980
        支払利息 102,277
        徴収不能引当金繰入額 6,524
        その他 507,178
    移転費用 5,887,124
      補助金等 2,101,234
      社会保障給付 3,779,479
      その他 6,412
  経常収益 2,575,699
    使用料及び手数料 2,085,045
    その他 490,654
純経常行政コスト 11,933,713
  臨時損失 14,370
    災害復旧事業費 13,980
    資産除売却損 390
    損失補償等引当金繰入額 -
    その他 -
  臨時利益 64,547
    資産売却益 54,218
    その他 10,329
純行政コスト 11,883,536



【様式第3号】

会計：全体会計 （単位：千円）

固定資産
等形成分

余剰分
(不足分)

他団体出資等分

前年度末純資産残高 39,419,403 65,398,898 ▲ 25,979,494 -
  純行政コスト（△） ▲ 11,883,536 ▲ 11,883,536 -
  財源 11,179,854 11,179,854 -
    税収等 7,649,154 7,649,154 -
    国県等補助金 3,530,700 3,530,700 -
  本年度差額 ▲ 703,682 ▲ 703,682 -
  固定資産等の変動（内部変動） ▲ 188,475 188,475
    有形固定資産等の増加 2,118,625 ▲ 2,118,625
    有形固定資産等の減少 ▲ 2,803,436 2,803,436
    貸付金・基金等の増加 991,126 ▲ 991,126
    貸付金・基金等の減少 ▲ 494,790 494,790
  資産評価差額 477 477
  無償所管換等 ▲ 54,702 ▲ 54,702
  他団体出資等分の増加 - -
  他団体出資等分の減少 - -
  比例連結割合変更に伴う差額 - - - -
  その他 934,330 47,489 886,842
  本年度純資産変動額 176,423 ▲ 195,211 371,634 -
本年度末純資産残高 39,595,826 65,203,686 ▲ 25,607,860 -

純資産変動計算書
自　令和5年4月1日
至　令和6年3月31日

科目 合計



【様式第4号】

会計：全体会計 （単位：千円）

資金収支計算書
自　令和5年4月1日
至　令和6年3月31日

科目 金額

【業務活動収支】

  業務支出 11,787,630
    業務費用支出 5,900,506
      人件費支出 2,808,767
      物件費等支出 2,521,410
      支払利息支出 102,277
      その他の支出 468,052
    移転費用支出 5,887,124
      補助金等支出 2,101,234
      社会保障給付支出 3,779,479
      その他の支出 6,412
  業務収入 13,439,642
    税収等収入 7,634,829
    国県等補助金収入 3,316,254
    使用料及び手数料収入 2,053,953
    その他の収入 434,606
  臨時支出 13,980
    災害復旧事業費支出 13,980
    その他の支出 -
  臨時収入 15,026
業務活動収支 1,653,057
【投資活動収支】

  投資活動支出 2,524,746
    公共施設等整備費支出 1,746,877
    基金積立金支出 675,713
    投資及び出資金支出 98,156
    貸付金支出 4,000
    その他の支出 -
  投資活動収入 1,028,905
    国県等補助金収入 475,383
    基金取崩収入 475,195
    貸付金元金回収収入 5,301
    資産売却収入 44,730
    その他の収入 28,297
投資活動収支 ▲ 1,495,841
【財務活動収支】

  財務活動支出 2,075,111
    地方債等償還支出 2,075,111
    その他の支出 -
  財務活動収入 2,053,881
    地方債等発行収入 1,515,591
    その他の収入 538,290

前年度末歳計外現金残高 47,635
本年度歳計外現金増減額 10,064
本年度末歳計外現金残高 57,699
本年度末現金預金残高 2,390,722

財務活動収支 ▲ 21,231
本年度資金収支額 135,986
前年度末資金残高 2,197,036
比例連結割合変更に伴う差額 -
本年度末資金残高 2,333,022



全体財務書類に係る注記 

 

Ⅰ．重要な会計方針 

 １．有形固定資産等の評価基準及び評価方法 

  ①有形固定資産 

取得原価によっていますが、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。 

    ア 取得原価が判明しているもの………取得原価 

    イ 取得原価が不明なもの………………再調達原価 

ただし、取得原価が不明な道路、河川及び水路の敷地並びに公園、防火水槽、ため池、下水系

の排水機場については、備忘価額１円としています。 

  ②無形固定資産 

   取得原価によっています。 

なお、地方公営企業法等が適用される会計については、地方公営企業会計基準等によっています。 

 ２．有価証券等の評価基準及び評価方法 

  ①満期保有目的有価証券 

   償却原価法によっています。 

  ②満期保有目的以外の有価証券 

市場価格のあるものについては、年度末日の市場価格に基づく時価法によっています。市場価格の

ないものについては、取得原価によっています。 

 ３．有形固定資産等の減価償却の方法 

  ①有形固定資産（事業用資産、インフラ資産、物品） 

   定額法を採用しています。 

  ②無形固定資産 

   定額法を採用しています。 

  ③リース資産 

所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産は、自己所有の固定資産に適用する減価償

却法と同一の方法によっています。 

４．棚卸資産の評価基準及び評価方法 

  個別原価法によっています。 

５．引当金の計上基準及び算定方法 

  ①徴収不能引当金 

   病院事業及び水道事業の会計については、過去３年間の平均不納欠損率により、それ以外の会計に

ついては、過去 5年間の平均不納欠損率により、徴収不能見込額を計上しています。 

  ②賞与等引当金 

   翌年度 6 月支給予定の期末・勤勉手当とそれらに係る法定福利費相当額の見込額について、それぞ

れ本会計年度の期間に対応する部分を計上しています。 



  ③退職手当引当金 

   本年度末に特別職を含む全職員（本年度末退職者を除く。）が普通退職した場合の退職手当を簡便法

（勤続年数ごとに〔職員数×平均俸給月額×退職手当支給率〕を算定し合算する。）により計算し，そ

の額から〔退職手当組合への負担金累計額－退職手当支給総額〕を減じた額により算定しています。 

   また、地方公営企業法が適用される会計については、本年度末における退職手当の要支給額に相当

する金額を計上しています。 

６．リース取引の処理方法 

  リース物件の所有権が借り主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引について

は、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっています。 

７．資金収支計算書における資金の範囲 

  現金（手許現金及び要求払預金）及び現金同等物（出納整理期間中の取引により発生する資金の受払

いを含む。）を資金の範囲としています。 

８．消費税等の会計処理 

  病院事業、介護老人保健施設事業、水道事業，下水道事業の会計については税抜方式、それ以外の会

計については税込方式としています。 

９．財務書類の表示金額単位 

  記載金額は、原則として千円未満を四捨五入して表示しているため、合計が一致しない場合がありま

す。 

 

Ⅱ．重要な会計方針の変更 

重要な会計方針の変更はありません。 

 

Ⅲ．重要な後発事象 

  該当する事象はありません。 

 

Ⅳ．偶発債務 

該当する事象はありません。 

 

Ⅴ．追加情報の注記 

財務書類の内容を理解するために必要と認められる事項は、次のとおりです。 

 １．対象となる会計の範囲 

  全体財務書類の対象としている会計は、次のとおりです。 

一般会計 

   国民健康保険特別会計 

   介護保険特別会計（保険事業勘定及びサービス事業勘定） 

   後期高齢者医療特別会計 



   地域開発事業特別会計 

   病院事業会計 

   介護老人保健施設事業会計 

   水道事業会計 

   下水道事業会計 

  また、全体財務書類については、対象となる会計間における繰出金等の収入・支出を相殺した後に合

算し、純計により作成しています。 

２．出納整理期間について 

  地方自治法第 235条の５の規定により出納整理期間が設けられている会計については、当会計年度に

係る出納整理期間における現金の受払い等を終了したあとの計数をもって会計年度末の計数としていま

す。また、企業会計方式を採用している会計において、一般会計等の出納整理期間が設けられている会

計に対する未収金・未払金等として計上しているもののうち、出納整理期間中に支払われたものがある

場合は、これらを現金決済したものとして調整することとします。 

３．利子補給等に係る債務負担行為の翌年度以降の支出予定額 

    242,899 千円 

４．繰越事業に係る将来の支出予定額 

    繰越明許費  852,822 千円 

５．減債基金に係る積立不足の有無等 

  積立不足はありません。 

  なお，一般会計の減債基金への積立金に関しては，前年度に借り入れた過疎対策事業債及び辺地対策

事業債について，将来交付税措置されない部分（それぞれ借入額の 3割と 2割）を積み立てています。 

６．行政コスト計算書と損益計算書について 

  補助金収入の計上方法等について、地方公会計における統一的な基準と企業会計における会計処理基

準では考え方が異なるため、行政コスト計算書と発生主義会計の特別会計が作成する損益計算書の数値

は一致しません。 

７．売却可能資産 

  売却可能資産は、計画等で売却の方向性が示されている資産及び財産収入として予算措置がされてい

る公共資産とします。 

   売却可能資産額（令和 5年 3月 31日現在）  ０千円 

８．純資産における固定資産等形成分及び余剰分（不足分） 

  固定資産等形成分は、資産形成のために充当した資源が蓄積されたもので、原則として固定資産等の

形態で保有されています。（貸借対照表では、固定資産の額に流動資産における短期貸付金及び基金等を

加えた額を計上しています。） 

  余剰分（不足分）は、費消可能な資源が蓄積されたもので、原則として金銭の形で保有されています。

（貸借対照表では、純資産合計額のうち、固定資産等形成分を差し引いた金額を計上しています。） 

 



９．一時借入金 

  資金収支計算書には一時借入金の増減額は含まれていません。なお、一時借入金の限度額及び利子額

は次のとおりです。 

   ①一時借入金の限度額     1,331,000 千円 

   ②一時借入金にかかる利子額     145千円 

10．重要な非資金取引（資金収支計算書に計上されないもの） 

  （主なもの）   

減価償却費 

賞与引当金繰入額 

退職手当引当金繰入額 

徴収不能引当金繰入額 

資産除売却損益額 

2,180,910 千円 

277,901 千円 

41,305 千円 

6,524 千円 

53,828 千円 

 


